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環境技術実証事業 VOC 等簡易測定技術分野 実証対象技術の公募結果 

 

平成 25 年 10 月 18 日（金） 
(公社)日本環境技術協会 

 
１．公募の実施 
 平成 25 年度の「VOC 等簡易測定技術分野」の実証対象技術の公募は、平成 25 年 8 月 30 日（金）

から 9 月 24 日（火）まで、VOC 等簡易測定技術分野のうち「室内環境 VOC」、「作業環境 VOC」

の簡易測定技術について、徴収手数料額を明示（1 実証技術あたり 40 万円を見込み）した上で、募

集した（詳細は以下のウェブサイトを参照）。 
 環境省 URL： http://www.env.go.jp/press/press.php?serial=17081 

(公社)日本環境技術協会 URL：http://www.jeta.or.jp/notice/etv/article/303 
 

２．公募の結果 
 以下に示す 2 社 3 技術の応募があった（表の技術・製品概要は応募書類から抜粋し、作成した）。 
 
(1) 応募があった技術・製品の概要 
企業名 新コスモス電機株式会社 有限会社オー・エス・ピー 

技術･製品の名称 ポータブルガス分析装置 ポータブルガス分析装置 簡易 VOC モニター 

技術･製品の型番 XG-100V 
（室内環境 VOC 用 低濃度測定仕様） 

XG-100V 
（作業環境 VOC 用 高濃度測定仕様） 

VM-603 

測定対象物質 

 

 

標準仕様：トルエン、キシレン、

エチルベンゼン、スチレン 
追加可能成分：トリエチルベン

ゼン、酢酸ブチル等 

n-ヘキサン、イソプロピルアル

コール、酢酸メチル、メタノー

ル、ジクロロメタン、アセトン、

酢酸エチル、メチルエチルケト

ン、イソブチルアルコール、酢

酸イソブチル、トルエン、1-ブ
タノール、メチルイソブチルケ

トン、酢酸 n ブチル、エチルベ

ンゼン、p-キシレン、m-キシレ

ン、o-キシレン、シクロヘキサ

ノン、ブチルセロソルブ 
 

揮発性有機物質（VOC） 

 

 

測定濃度範囲 1～1000ppb 0.5ppm～250ppm 

 

①仕様チップ 

Ｌ： 5 ～ 100ppm 

Ｈ：25 ～ 2500ppm 

②仕様チップ  

Ｌ：15 ～ 300ppm 

Ｈ：75 ～ 7500ppm 

③仕様チップ  

Ｌ：50 ～ 1000ppm 

Ｈ：250 ～25000ppm 

測定原理 半導体ガスセンサ＋ガスクロ

マトグラフ 
半導体ガスセンサ＋ガスクロ

マトグラフ 
干渉増幅反射法 

資料 1 

http://www.env.go.jp/press/press.php?serial=17081
http://www.jeta.or.jp/notice/etv/article/303
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技術の概要 

 

検出器に半導体式ガスセンサ

を用いたガスクロマトグラフ。 
・キャリアガスに周辺空気を使

用。 
・検出器のセンサは芳香族系炭

化水素に対して選択的に高感

度を有しており、試料濃縮なし

に ppb レベルのトルエン等の

測定が可能。 
・上記の構造を持ち、軽量、小

型サイズの機器のため現場に

持ち込んでの測定が可能。 

検出器に半導体式ガスセンサ

を用いたガスクロマトグラフ。 
・キャリアガスに周辺空気を使

用。 
・検出器のセンサは様々な

VOC に対して高い感度を有し

ておりppmレベルのVOCを測

定。 
・上記の構造を持ち、軽量、小

型サイズの機器のため現場に

持ち込んでの測定が可能。 

高分子膜が VOC（被測定物質）

に接することにより、VOC 分

子を吸収し、その濃度に応じて

膨潤する現象とその膨潤の度

合いが光の反射と干渉に変化

をもたらす現象とを組み合わ

せ、VOC 濃度を測定する方法

が 干 渉 増 幅 反 射 法

（ Interference Enhanced 
Reflection Method：ＩＥＲ法）

である。この原理を利用した連

続測定用 VOC モニターであ

る。 
測定シーケンスは、ゼロ点校正

→測定→クリーニングのサイ

クルで行う。１サイクルの時間

は約 30 秒～１分程度で行う。 

特徴・長所 ・通常のガスクロと比較して、

キャリアガス用の N2、He 等の

ボンベガスが不要。 
・現場に容易に携行できる。 
・濃縮なしに ppb レベルのトル

エン、エチルベンゼン、キシレ

ン、スチレンの測定が可能。 
・測定試料のサンプリング・測

定を、自動的に繰り返し実施で

きるため、濃度変動の追跡等に

使用できる。 
 

・通常のガスクロと比較して、

キャリアガス用の N2、He 等の

ボンベガスが不要。 
・現場に容易に携行できる。 
・様々な VOC ガスを ppm レベ

ルからの測定が可能。 
・測定試料のサンプリング・測

定を、自動的に繰り返し実施で

きるため、濃度変動の追跡等に

使用できる。 
 

・毎回測定前に必ず、活性炭フ

ィルター等を通した清浄空気

でゼロ点校正を行うので、ゼロ

点のドリフトがなく、低濃度の

測定を精度高く行える。 
・主に作業環境測定用として構

造をシンプルにし、かつ従来製

品に比べてコストダウンを図

った。 
・測定対象は、トルエン、酢酸

エチル、メチルエチルケトン、

アルコール類を初め塩化メチ

レン（ジクロロメタン）まであ

らゆる VOC が検知可能。 
・予め設定した濃度を超えると

警報動作を起こし、危険を知ら

せる。同時に外部接点、アナロ

グ信号で外部に情報を送るこ

とができる。 
・測定結果は内部メモリー（マ

イクロ SD カード）に保存され

るので、作業環境の評価に役立

てる事が可能となる。 
性能データ 繰返し精度 

5％RSD トルエン 70ppb 

繰返し精度 

10％RSD  

繰返し精度 

指示値の±10%程度または動

作レンジにおけるフルスパン

の 5%以内 

技術の先進性 

（論文発表等） 

･特許（取得済み） 
・芳香族系炭化水素に対して選

択的に高感度を有するセンサ

に関して 
・カラム構造 
・センサ出力の補正方法に関し

て 

・特許（取得済み） 
・カラム構造 
・センサ出力の補正方法に関し

て 
 
 
 

IER 法の VOC センシング技術

は、半導体式や接触燃焼式、PID
式等の従来の VOC 検出技術と

は全く異なる原理を利用した

ものであり、検出感度、精度、

検出対象成分の多さ、応答性、

繰り返し再現性、簡便性等のい
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論文発表 
・“Development of VOC 
analyzer using a WO3 thick 
film based gas sensor” 

(Sensors 2004 ,Proceedings of 
IEEE) 
・「ポータブル型分析装置を用

いた新たな分析法」(建築学会

学術講演梗概集,2004) 

論文発表 
・ポータブル分析装置 XG-100
による現場測定事例（全国産業

安全衛生大会 2013年 11月 発
表予定） 
 

ずれの点においても、実用的な

新しい検出技術。 
 本センサー技術を利用した

「ハンディ VOC センサー」と

「VOC モニター」はそれぞれ

平成 21 年度と平成 22 年度の

ETV で技術実証して戴いてお

ります。 
 また、清浄空気により測定毎

にゼロ点校正を行うことによ

り、高い精度と繰り返し再現性

が非常に良好な間欠連続モニ

タリング測定が実現できてい

ます。 
 
特許・実用新案等の申請・取得

状況 
・日本国内特許  

第 3326251、第 3001357 
・US 特許  

5563707,5665844,5817727 
5644069 

・EU 特許 
0598341(DE/FR/GB/IT 、

0598340(DE/FR/GB/IT)067
4173(DE/FR/GB/IT) 

 
論文発表等 
・第 38 回化学センサ研究発表

会 1E21 「IER 法を利用した

VOC センサーの開発」 
・第 38 回化学センサ研究発表

会 3E02 「IER 法を利用した

DOC センサーの開発」 
・平成 18 年度 第 19 回におい・

かおり環境学会「IER 法を利用

した VOC センサー」 
 
VOC センサーに関する受賞歴 
・2003 年 11 月（社）TAMA 産

業活性化協会ビジネスプラン

コンテスト（ものづくり部門）

奨励賞受賞 
・2006 年 2 月 平成 17 年度埼

玉県ベンチャー企業優良製品

コンテスト入選 
・2006 年 4 月 (財)りそな中小

企業振興財団より、第 18 回中

小企業優秀技術・新製品賞 技
術・製品部門の優良賞受賞 
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重量（g） 約 10Kg 約 10Kg 約 3.5kg 

価格（円） 240 万円 240 万円 オープン価格 
外形寸法 W240×H190×D380(mm) W240×H190×D380(mm) W230×H260×D100(mm) 
概観  

 

 

 
 

 

 
利用用途 低濃度の VOC 測定 ppm レベルの VOC 測定 作業環境の連続監視。 

VOC の漏えい検知。 
校正用標準

物質等 

有 
トルエン、o-キシレン、 
m-キシレン、エチルベンゼン、 
スチレン 

有 
測定成分による 

有（調製済） 
トルエン 

校正方法 標準ガスによる 3 点の濃度に

よる校正（出荷時） 
その後、一点における校正 

標準ガスによる3点の濃度によ

る校正（出荷時） 
その後、一点における校正 

本体メニュー内の校正モード

（SPAN CAL）を選択し、予め

調製されたトルエンガス濃度

を設定した後、校正用ガスを本

器に与えると自動的に校正が

完了する。 
トルエンガスは、市販の標準ガ

スボンベ、又はメーカが供給す

る SCOTTY 標準ガス（アルミ

缶 1.7L）を使用する。 
サンプリン

グ方式 
自動吸引 自動測定タイプ 自動吸引 自動測定タイプ 内蔵ダイヤフラムポンプによ

る吸引式 
電 源 AC100V 

測定時 35W、保管時 10W 
AC100V 
測定時 35W、保管時 10W 

AC100V 0.3A または 
DC24V １A 

操作環境 
（室温） 

5 ℃～ 35 ℃ 5 ℃～ 35 ℃ 5 ℃～ 40 ℃ 

操作環境 
（相対湿度） 

結露なきこと 結露なきこと 20 ％～ 95 ％ 

操作環境 
（その他） 

要 AC 電源 要 AC 電源 ダストの多い場所、腐食性ガス

が存在する場所は避ける。非防

爆構造なので設置場所は安全

区画とする。 
製品保管条件 未使用時においても AC にて 

通電管理 
未使用時においても AC にて 
通電管理 

直射日光、40℃を超える高温、

90％ＲＨ以上の高湿度、腐食性

ガスの存在する場所での保管

は避ける。 
製品保証期間  製造後 6 ヶ月間 製造後 6 ヶ月間 製品出荷後 1 年 
応答時間 測定時間 30 分（ｽﾁﾚﾝ） 測定時間 30 分（ｽﾁﾚﾝ） 測定開始後 5～30 秒（VOC 成

分の種類・濃度により異なる） 
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(2) 現場における実ガス測定（オプション）希望の結果 
 申請時の現場における実ガス測定（オプション）希望の有無は、表に示した。 
 

申請機関名 技術・製品の名称・型番 希望の有無 

新コスモス電機株式会社 

ポータブルガス分析装置 XG-100V 
（室内環境 VOC 用 低濃度測定仕様） 

記載無 

ポータブルガス分析装置 XG-100V 
（作業環境 VOC 用 高濃度測定仕様） 

記載無 

有限会社オー・エス・ピー 簡易 VOC モニター  VM-603 記載無 
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※参考 
 環境技術実証事業実施要領（平成 25 年 4 月 1 日）に定められた「対象技術の選定の観点」抜粋 
 
（１）形式的要件 
① 申請技術が、対象技術分野に該当するか 
② 申請内容に不備は無いか 
③ 商業化段階にある技術か 
④ 同技術について過去に公的資金による類似の実証等が行われていないか 

（国負担体制の分野に限る） 
 
（２）実証可能性 
① 予算、実施体制等の観点から実証が可能であるか 
② 実証試験計画が適切に策定可能であるか 
③ 実証試験にかかる手数料を実証申請者が負担可能であるか（手数料徴収体制の分野に限る） 

 
（３）環境保全効果等 
① 技術の原理・仕組みが科学的に説明可能であるか 
② 副次的な環境問題等が生じないか 
③ 環境保全効果が見込めるか 
④ 先進的な技術であるか 


